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本報 告 に関連 す る地 域 お よび民族 の分布



写真1 ロシア地理協会アムール支部書記時代のB.ピ ウスツキ

    (ヴ ラヂ ヲス トークにて 1900年 頃)



        写真2 原住民の 一∫供 たちに囲 まれて

撮影時期 はサハ リン時 代(1887一 ユ899)の 前半と推 定され る。

写真3 アムール川下 流域を調査巾のB.ピ ウスツキ(前 例左)

    1905年 の撮影と推定 される。
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